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ありがとうございました たいものです。 .....が、こういうすばらし
７月２２日(日)に奉仕作業と廃品回収 い子どもたちは、学校だけでは育てられ

が行われました。この２つが同日に行わ ないこともよ～く分かりました。
れる例は少なく、しかも連日の酷暑の中

での実施です。ＰＴＡ会長さんは参加者 よろしくお願いします！
の体調をたいへん心配していました。幸 ２学期から、およそ１年３か月ぶりに
い、いくぶん暑さが和らぐ中での実施と 舘野 恵 先生が戻ってきてくれました。
なり、体調不良を訴える方はいませんで 毛塚千智先生からバトンを受けて、３年
したが、参加者の水分補給を含め、当日 生を担任します。３年生にとっては去年
の運営に御尽力くだされたＰＴＡ役員の の１学期の途中まで担任だった舘野先生
皆様へは感謝の気持ちでいっぱいです。 と再会するわけで、それはそれは懐かし
ところで、私は本校の廃品回収の様子 いことでしょう。しかし舘野先生、再会

を初めて目にしたわけですが、そのスケ をよろこんでばかりはいられません。す
ールの大きさには驚かされました。校庭 ぐに運動会の練習が始まります。しかも、
いっぱいにコンテナが並べられ、学区内 いきなり始業式の日に日直が当たるとい
各地から搬入されてきた廃品を、ＰＴＡ うおまけ付きです。なかなかの前途多難
役員と５，６年生児童がまるでマシーン なスタートですが、どうぞよろしくお願
のように投入していくのです。ものすご いします。
い廃品の量とものすごく手際のいい集積

です。これまでのノウハウが集約された 始業式
流れなんでしょうね。そして地域の皆さ 子どもたちには、「明るいあいさつが飛

まはこの廃品回収に向けて、ずいぶんと び交う、素敵な三鴨小にしていきましょう」

前から廃品をストックしてくださってい と話しました。保護者の皆さん、地域の皆

ることを聞きました。これまた感謝の気 さん、どうか本校と口裏を合わせていただ

持ちでいっぱいです。益金は児童のため き、明るいあいさつができる子どもたちを

に大切に使わせていただきます。どうか 育てていきましょう！そうやって育った子

本校の子どもたちを今後も温かい目でお どもたちが、卒業後も「おやじ祭り」など

見守りください。 の機会に本校で活躍してくれたら最高です
よね。

頼もしいＯＢ さて、各クラスの代表による、夏休みの

８月１８日(土)の夕刻から夜にかけ 思い出や２学期の抱負の発表もありました。

て、本校のおやじの会主催の｢おやじ祭 代表の子どもたちは全員が１列に並んでま

り」が開催されました。私も初めて見せ ずは私におじぎをし、その後は前面に整列

ていただきましたが、縁日、お化け屋敷、し、今度は全校児童にそろっておじぎをし
花火が主な内容で、子どもたちの健やか ました。さぁ、１年生から順番に発表です。

な成長のために地域の大人たちが一肌脱 ところが、１年生は列から離れてマイクの

ぐという、理想的な具体例だと感じまし 前に移動するタイミングがつかめません。

た。ところで、このおやじ祭りの運営に その瞬間、ホントにその瞬間です。隣の２

は４人の中学生（もちろん三鴨小ＯＢ） 年生の女の子がさりげなくマイクの方に誘

が参加してくれました。縁日の準備から 導してくれました。いやはや、生まれてか

運営まで手伝ってくれ、最後はお化け屋 らまだ８年間くらいしか経ってないはずな

敷の後片付けまで率先して手伝ってくれ のですが、もうすっかり立派なお姉さんで

ました。そして最後は礼儀正しく我々に すね。各クラスの代表の子どもたちは全員

あいさつをして去って行きました。頼も が立派に発表してくれました。でも子ども

しく、すがすがしい生徒たちですよね。 たち、知ってるかい？発表した内容はもち

本校と藤岡第一中が連携・協力して、こ ろんだけど、発表する態度もたいへん立派

ういう子どもたちをどんどん育てていき だったんだよ！


